
　平成１９年度は昨年度に引続き貸倒引当金の積み増しや不良債権のオフバランス化など資産の健全化を進めまし

た結果、昨年度より減益でありましたが当期純利益４３百万円を計上することができました。 
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国内基準４％ 
国際基準８％ 

自己資本額（単位：百万円） 

７,４２６ ７，４５９ ７，４２５ 

平成１９年度 

２７．０５％ 

平成１８年度 

２６．８６％ 
自己 
資本比率（％） 

平成１７年度 

２１.７４％ 

平成１６年度 

職 員 数  ９８ 

（出資１口当たり） 
１１，４４０ 
（１．５） 

出資に対する配当金 

単 体 自己 資 本比率  ２０．７９ 

２５，７２１ 

６５，３７７ 

７４，６１６ 

有 価 証 券 残 高  
貸 出 金 残 高  
預 金 積 金 残 高  
純 資 産 額  
総 資 産 額  

出 資 総 口 数  
出 資 総 額  ３８１ 

当期純利益（△は当期純損失） 
経常利益（△は経常損失） 
経 常 収 益  １，３８５，２３９ 
業 務 純 益  ３２１，３１１ 

平成１７年度 

９９ 

１１,４５５ 
（１．５） 

２１.７４ 

２５,９７５ 

６６,３４６ 

７７,２６３ 

３８２ 

１,４７４,０６３ １,５６３,０８１ 
３３９,８５９ 

平成１８年度 

１０１ 

１１,５１０ 
（１.５） 

２６.８６ 

２６,３４０ 

６６,６２４ 

７５,１８１ 

３８４ 

３６６,４０２ 
１,５４３,３７８ 

平成１９年度 

１００ 

１１,５３４ 
（１.５） 

２７.０５ 

２６,４９５ 

６８,２２８ 

７６,８５２ 

３８４ 

２９３,０８２ 

平成１５年度 

１００ 

１１，４１２ 
（１．５） 

２０．０６ 

２３，８８８ 

６４，７８７ 

７４，３６６ 
７，６３１ ７,７６９ ７,９３０ ７,７３５ ７，３８１ 

７，６３４ ７,６５６ ７,６８５ ７,６９５ ７，６１９ 
３８０ 

１１８，０２２ ２１０,０３９ ７８,５７１ ４３,６５４ △８９，５４４ 
１８４，１９３ ３０９,０１１ １１５,６８０ ９７,６６０ △１２４，１２１ 

１，４４９，４６２ 
２８６，５１９ 

（人） 

（円） 

（％） 

（百万円） 

３５，０７９ ３５,１２２ ３４,６８１ ３４,４７４ ３５，５３３ （百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（百万円） 

（千口） 

（千円） 

（百万円） 

（千円） 

（千円） 

（千円） 

（千円） 
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預金積金残高と貸出金残高の推移 総資産額と純資産額の推移 

６０,０００ 

７０,０００ 

８０,０００ 

２０,０００ 

３０,０００ 

４０,０００ 

６４,７８７ ６５,３７７ 

３５,５３３ ３５,０７９ ３５,５３３ ３５,０７９ ３５,１２２ ３４,６８１ 

（百万円） 

預金積金残高 

（百万円） 

貸出金残高 

６,０００ 

７,０００ 

８,０００ 

７０,０００ 

８０,０００ 

９０,０００ 

７４，３６６ ７４，６１６ 
６６,３４６ ６６,６２４ ７７，２６３ ７７，２６３ 

  ７，６３１   ７，６３１ 
  ７，７６９   ７，７６９ 

７，３８１ 

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 

３４,４７４ 

６８,２２８ ６８,２２８ 

１９年度 平成 １５年度 １６年度 １７年度 

７５,１８１ ７５,１８１ 

７,９３０ ７,９３０ 

１８年度 

７６,８５２ ７６,８５２ 

７,７３５ ７,７３５ 

１９年度 平成 

（百万円） 
総資産額 

（百万円） 
純資産額 

業務収益から業務費用を差引いた
もので、基本的な業務に係る利益
です。 

業務純益 
業務純益に株式等売買損益、貸出
金償却などの損益を加減したもの
です。 

経常利益 
経常利益に通常の業務以外から生
じたものを加減し、法人税などの
税金を差引いたものです。 

当期利益 

金融機関の自己資本比率の基準は国内だけで営業を営む場合、国内基準である４％が必要とされておりますが、

当金庫の自己資本比率はこの国内基準の６倍を超える２７．０５％と健全な財務体質となっております。 

※自己資本比率とは、金融機関経営の安全性・健全性をはかる重要な指標のひとつです。 

平成２０年３月 
０ 
５０ 
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１５０ 
２００ 
２５０ 
３００ 
３５０ 

百万円 

２９３ 

平成１９年３月 

３６６ 

平成１８年３月 

３３９ 
 

業務純益 

０ 
５０ 
１００ 
１５０ 
２００ 
２５０ 
３００ 
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百万円 

９７ 

３０９ 

経常利益 

平成１８年３月 平成２０年３月 

１１５ １１５ 

平成１９年３月 平成２０年３月 
０ 
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百万円 

４３ ４３ 
 

平成１９年３月 

７８ 
 
７８ 
 

平成１８年３月 

２１０ 
 

２１０ 
 

当期利益 
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